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★オンライン一般講演会
地質の日 オンライン一般講演会

日本地質学会は，一般の皆様に最新の地質学研究の成果とその
意義について知っていただき，地質学への興味・関心を高めて
いただくことを目的に，地質の日にあわせて一般講演会をオン
ラインで開催いたします．今回は，「地質年代チバニアン」と

「プレート沈み込み帯地震」のふたつをキーワードに，それぞ
れの研究で主導的役割を果たしている研究者に一般の皆様向け
にわかりやすく解説していただきます．どなたでも無料で参加
できます．チャット（YouTube上での書き込み）で質問・コ
メントもできます．

開催日時：2021年5月9日（日）  9:30開会，12:10閉会予定
開催方法：YouTubeライブ配信 どなたでも視聴可能，申込不
要，無料

（注）YouTube配信URLは準備出来次第お知らせします．

プログラム（予定）
9:35～10:45

岡田　誠（茨城大学理工学研究科教授）「地質年代チバニアン
と房総の地質」
研究者情報　https://researchmap.jp/read0180444
10:50～12:00
氏家恒太郎（筑波大学生命環境系准教授）「断層の地質学的研
究から読み解くプレート沈み込み帯地震発生の科学」
研究者情報　https://researchmap.jp/read0152832

問い合わせ先：日本地質学会事務局 main@geosociety.jp

★惑星地球フォトコンテスト
第12回ほか入選作品展示会

日程：2021年5月4日（火） ～ 5月17日（月）
場所：東京パークスギャラリー（上野グリンサロン内）（台東
区上野公園）
入場無料，どなたでもお気軽にお立ち寄り下さい．
入選作品の画像や講評は学会HPに掲載予定です．
http://www.photo.geosociety.jp

2021年の「地質の日」学会関連のイベントをご案内します．
イベントの情報は，学会HP< http://www.geosociety.jp>で
随時更新していますので，あわせてご覧下さい．

意見・提言

令和３年度大学入試共通テストの地学関連科目
に関する意見書

　独立行政法人大学入試センターへ，令和３年度大学入試共通
テストの地学関連科目に関する意見書を提出しました．

-----------------------------------------------------------------------------------

令和3年2月22日

独立行政法人　大学入試センター
理事長　山本廣基様

一般社団法人日本地質学会
会長　磯﨑行雄

令和３年度大学入試共通テストの地学関連科目に関する意見書

　日本地質学会は，ここ数年にわたり，旧大学入試センター試
験の地学関連科目の問題作成および得点調整に関わって，意見
並びに改善に向けた要望を大学入試センターに申し入れしてき
たところです．その要望の主眼は，地学関連科目の平均点が他
の理科科目に比べて低くならないようにしていただきたいとい
うことでありました．本年度はコロナ禍の中，問題作成に携わ
った関係各位の努力に敬意を表するとともに，令和3年度大学
入試共通テスト（本試験）の地学関連科目に関して，以下のよ
うな意見を申し入れ致します．

（1）理科①の「地学基礎」においては基礎的な問題が出題され
ており，適正かつ良質な問題であったと考えます．他の科目の
平均点と比べて難易度も適正であったと思われます．

（2）理科②の「地学」においても，共通テストの目的に合致し
た思考力・総合力が試される，良質な問題であったと考えます．
しかし，「地学」の平均点は47.06 点で，昨年よりは少し改善さ
れたものの，例年同様，他科目に比べて低い得点となりました．
問題・配点等を工夫していただき，平均点が他科目に比べて低
くならないようにしていただきたく，さらなる努力をお願い致
します．
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ると，海面が厚さ約30cmの重油に覆われており，聞こえてく
るのは油の下で波がうごめく音だけだった．磯の香りはなく，
空気を吸うと，口の中まで重油の臭さでいっぱいになった．流
出した油は水にはほとんど溶けず，海流にのって，海の表面を
漂いながら拡散していった．色は真っ黒ではなく，茶色を帯び
ていた．
　一般に，海面を漂いながら広がった油は，海に漂うゴミや海
藻，貝などを吸着し，流出した油の10倍近い体積になる．そし
て，色々なものを吸着すると比重が増し，海の底へと沈んでい
く．そうなると，もう回収の術はない．ナホトカ号の事故発生
直後の教訓として言えるのは，油の回収作業は一刻を争う時間
との勝負だということだ．初期の対応で重要なのは汚染源を絶
つことである．そのためにはまず，座礁した船からこれ以上の
油の流出を防ぐために，オイルフェンスで船を囲い，なるべく
多くの油を沖合で回収した方がいい．そして，空から海流の向
きを確認し，油が流れて行く方向に船を出して，海上で油をす
くい取り，タンクに集めることだ． 
　漂着してしまった油は人海戦術で回収するしかない．ナホト
カ号の事故の際は，北は秋田県から南は島根県まで，25万人以
上の地域住民とボランティアがバケツリレーをして，流れ着い
た重油をくみ取る作業をするなどの重油回収作業にあたった．
燃料油は揮発性であるため，眼鏡やゴーグルをつけていないと
目が充血し，マスクなしでは揮発した油で息苦しくなり，頭痛
もした．そして，着ていたカッパは油まみれになった．なお，
油まみれになったカッパ類は石油につけた雑巾でふき取るとき
れいになった．一方，目の前では，重油が羽に付着して，身動
きが取れなくなった多くの海鳥がバタバタと落ちて死んでいっ
た．たとえ，油から助け出しても，重油をのみ込んでしまった
ためか，飛べずに息絶えた鳥もたくさんいた．魚類もたくさん
死んだ．三国海岸沿いには，きれいなスイセンが群生していた
が，重油を吸収しほぼ全滅してしまった．海岸沿いの松林も枯
れ木が目立った．このように重油流出事故は海水のみならず，
大気・土壌・植物をも含む環境全体に被害を及ぼした．なお，
事故当時の詳しい状況は，田崎（1997）を参考にされたい．ま
た，海水組成の変化は，1997年1月10日から12月7日まで三国町
安島（船首東）から珠洲市長橋海岸まで43ケ所で測定した海水
の性質データ（Tazaki et al., 1997のTable 1）を参照されたい．

2017年と2020年の調査
　事故から20年経った2017年に，私たちは，事故の際にアタケ
海岸に埋められた漁網やロープ，フレコンバックを掘り出し，
それらの電子顕微鏡観察と化学分析を行なった．それらにはま
だ重油独特の粘性や臭いが残っており，海岸の岩場にも固まっ
た重油が見られた．一方で，紫外線や重油を分解菌の働きによ
って，重油は無臭で粘性もない，無害の無機物に変化していた

（Tazaki, et al., 2018）．
　さらに，昨年末に，朝日新聞の要請で，三国海岸での重油試
料採集，アタケ海岸の現状調査および海岸に埋められていたフ
レコンバックの分析および電子顕微鏡観察を海岸近辺に住む市
民科学メンバーといっしょに行った（図1，図2-1，図2-2）．そ
の際に研究用にアタケ海岸で掘り出したロープやフレコンバッ
クの一部は田崎の自宅に現在も保管してある．
　2020年12月13日に三国海岸の現地調査を行い，岩石表面に付
着していた重油を採取した（図2-2）．大きな岩の岸側で波をあ
まりかぶらない部分や窪地に重油が黒褐色―黄褐色の塊となっ
て，ところどころに残存しているのが認められた．それらの残

24年前のナホトカ号の事故とその後の環境被害の概略
　1997年1月2日，2時41分頃，ロシア船籍タンカー“ナホトカ
号（13,157トン）”の船首部が脱落して，同後部が島根県隠岐島
北北東106kmに沈没した．この事故で乗務員32名（全員ロシア
人）のうち31名が救出されたものの，船長は死亡した．そして，
折からの秒速30m前後の強い西風にあおられ，1月6日には船首
部分が福井県三国町安東沖に座礁した．ナホトカ号には重油
19,000kl（ドラム缶95,000本分）が積載されており，ナホトカ
号から流出した重油は福井県越前海岸に漂着し，さらに1月7日
には加賀市塩屋海岸にまで達した．さらに，悪天候により初動
対応に遅れが生じ，船からの重油の回収作業，オイルフェンス
の設置および処理剤散布ができず，最終的に重油は石川県内の
ほとんどの海岸に漂着した（図1）．漂着した重油は柄杓と素手
の手作業で回収され，2月16日までに，三国町でドラム缶12,598
本，加賀市で4,716本，門前町で5,632本，輪島市で15,005本，珠
洲市で21,099本分の重油が回収されたものの（田崎他, 1997），
3月下旬になっても，能登半島の海岸には重油の漂着／再漂着
が繰り返された．4月末までには石川県内の市町村の一部が対
策本部の縮小または終息宣言を出したが，ナホトカ号の本体か
らは重油の流出が依然として手付かずのまま続いており，特に，
海藻・モバの産地である輪島のアタケ海岸では，終息宣言後も，
漁業関係者が海岸に打ち寄せる油交じりのロープやフレコンバ
ックを自ら回収して，1-2 ｍ深く掘った海岸脇の砂場に埋める
などの作業が続いた（図2-1）．

能登半島重油被害現場での体験と環境評価
　24年前，田崎は地元の新聞記者と一緒に能登半島の海岸へと
向かった．現場には太陽が昇る前に到着したが，波が打ち寄せ
る音がしなかったのを覚えている．明るくなってから，よく見

田崎和江*（*本学会正会員）・松浦明久・片山和哉・加波瑞恵・新宅義昭・
新宅睦子・福山厚子（市民科学メンバー）・三井　新（朝日新聞）

“ナホトカ号”の重油流出事故の教訓とモーリシャスでの重油流出事故へ
の責任：24年前の事故現場と今も残る流出被害の痕跡

図1　調査位置図

06-07_TOPICS1.indd   606-07_TOPICS1.indd   6 2021/03/25   13:122021/03/25   13:12



7日本地質学会News　24（３）

存重油はすでに粘着性を失っており，化学分析用試料はハンマ
ーを使って採取することができた．さらに，12月19-20日には，
輪島市在住の“市民科学”のメンバー（片山・加波）と一緒に
アタケ海岸を調査して，海岸に埋まったままになっていたフレ
コンバックを採取した（図2-1D）．また，フレコンバック内部
に過酸化水素水（H2O2）を噴霧して，有機物や微生物が存在す
ることを確かめた（図2-1I）．
　2021年1月7日に松浦・田崎・三井は石川県工業試験場の走査
型電子顕微鏡（JEOL/JSM-6510LA; 加速電圧15-20KV）を用い
て，白金蒸着した重油採取試料の検鏡と化学分析を行った（図
4-1：三国海岸試料，図4-2：アタケ海岸試料）． SEM-EDS分析
で得られた微細構造と元素濃度分布から，C，O，Sに濃集した
部分は有機物（重油および生息している微生物），AlやSiに濃
集した部分は粘土鉱物，そして，Na，Mg，Cl，K，Caおよび
Feに濃集した部分は海水から晶出した塩など脚注1に由来すると
考えられる．今回の結果は，開放系である三国海岸の環境とフ
レコンバックに封入して地中に埋められた閉鎖系に近い環境の
どちらにおいても重油流出事故によって汚染された重油本来の
性質がいまだ残されていることを示している．

脚注1　SEM-EDSによる海水由来物質の分析値Cl 55.07％ ; Na＋

30.62 ％ ; SO4
2- 7.72 ％ ; Mg2+ 3.68 ％ ; Ca2+ 1.17 ％ ; K+ 1.10 ％．

様々な混入物がありうるが，全体としてみたとき，NaClは海
水に由来するであろう（赤井, 1997）．

日本の海は回復したのか！？
　ナホトカ号の事故から，今年で24年が経過した．日本海沖で
座礁したナホトカ号の事故では約6200トンの重油が流出し，田
崎研究室の学生・大学院生は事故発生の翌日から漂着した重油
の回収や分析を続けてきた．そして今，海はどうなっているの

だろうか？ 2017年，輪島市の海岸で砂に埋もれた漁業ロープ
にはまだ重油独特の粘性や臭いが残っており，海岸の岩場にも
固まった重油が見られた．一方で，自然界には重油の分解菌と
いう微生物がいることも明らかになり，紫外線や分解菌の働き
によって，重油は蝋燭の一種に変化して，無臭で粘性もない，
害のない無機物に変化していた．しかし，2020年の調査では，
アタケ海岸で採取した試料は，地中に埋められ24年間経過した
後でも，重油本体の性質をいまだに保持していることがわかっ
た．その結果は20年以上経っても能登半島の海岸には重油の成
分が残っていると言えよう．

2020年モーリシャスでの重油流出事故
　2020年7月25日，インド洋の島国モーリシャスで日本企業の
大型貨物船が座礁し，８月６日には積んでいた燃料油が周囲の
海に流出した．流出した油は約1000トンにもなり，サンゴ礁や
マングローブ林など豊かな自然が広がる海域に広がった．これ
を受けて，モーリシャス政府が環境非常事態宣言を出すに到り，
生態系への影響はこの先何年も続くとも指摘されている．今回
は，日本の船がモーリシャスに被害を与えた形だ．報道によれ
ば，コロナの問題があったとはいえ，1週間もの間，何ら対策
を施さなかったとされる．事故発生からすでに半年が経過する
が，まずは海上や砂浜の油を一刻も早く回収することだ．お金
を支払って済ます問題ではないかと思う．他国で被害を引き起
こした日本は，早急に専門家を派遣し，その後も責任を持って，

『電子顕微鏡レベルで』現地の環境を見守り続けるべきだ．

（注）紙面の都合上掲載本誌に掲載できなかった参考文献の情
報と図2-2，3-1，4-1，4-2を含め，全ての図（カラー版）は学会
HPでご覧いただけます．
http://www.geosociety.jp/faq/content0941.html

図2-1　A：石川県輪島市アタケ海岸（2020.12. 19. 調査），B, C：石川県輪島市アタケ海岸の砂浜に埋まっていたフレコンバック（矢印），
D：二つのフレコンバックが埋まっていた，E：図D-bのフレコンバック，F：フレコンバック図Eの中味（当時の重油の塊が認められた），
G：重油（矢印），H：ビニール袋（上方）と重油の塊（下方），I：H2O2 過酸化水素を噴霧し, 5分後に発泡反応あり，J：福井市三国海岸．
2020.12.13.現地調査，K：福井市三国海岸．大きな岩の陸側には重油の付着あり，L：福井市三国海岸；大きな岩の窪みには重油の付着が認
められる．
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　2019年12月19日から2020年1月16日にかけて行われた，学術
研究船白鳳丸による研究航海に参加しました．この航海は「世
界最南端の都市」とも言われるチリのプンタアレナスから，南
極海を経由して，南アフリカのケープタウンに至る経路で行わ
れました．私は乗船当時，学部4年生で，下船１週間後に締め
切りの迫る卒業論文を執筆しながら，クリスマスも年越しも船
の上という貴重な経験をさせていただきました．この体験につ
いてご紹介したいと思います．
　白鳳丸は海洋研究開発機構が管理する全長100 m， 総トン数
3987 tの海洋調査船です．研究者は最大で35名乗船することが
できます．白鳳丸は竣工30周年を迎えたことを記念して，2019
年10月から2020年3月にかけて，世界一周研究航海が企画，実
施されました．白鳳丸は竣工直後の1989年にも，お披露目を兼
ねた世界一周航海を実施したと聞いています．その際にはパナ
マ運河とスエズ運河を通過するコースを辿ったとのことです
が，30周年記念航海ではこれまで白鳳丸が訪れたことのない，
ドレーク海峡を通過するルートが計画されました．
　30周年記念航海では，白鳳丸は2019年10月16日に横須賀港を
出航し，ハワイ，チリのバルパライソ，プンタアレナス，南ア
フリカのケープタウン，オーストラリアのフリーマントルに寄
港し，2020年3月5日に東京・晴海に帰港しました．私が乗船し
たのは先述の通り，チリのプンタアレナスから南アフリカのケ
ープタウンまでの間で，ドレーク海峡を縦断し，南極半島の周
辺で調査を行うものでした．乗船研究者・技術者は32名，うち
当時学部生2名，大学院生10名，外国籍の方が5名という構成で
した．
　この海域で日本の研究船が調査航海を行う機会はなかなかな
いことですので，最大限の成果が得られるよう，様々な分野の
課題が設定されていました．代表的なものは，ウェッデルジャ
イヤの古海洋学的復元，スコシア海のテクトニクスや海嶺火成
活動と気候の関係，南大洋におけるマイクロプラスチックの分
布，浮遊性・底生生物の生態と多様性など，幅広い分野にわた
っており，事前に乗船研究者で集まってそれぞれの課題につい
て紹介・議論し，調整する機会も設けられていました．その一
環として2019年6月には世界一周航海全体についての研究集会
が，9月には固体地球科学の研究者・学生による勉強会などが
行われ，事前に研究の背景について学んだり，一緒に乗船する
研究者の方たちとお話ししたりすることができました．10月に
は調査道具や私物（着替えや嗜好品等）の積み込みが行われ，
乗船の日程が迫ってくることに期待を膨らませていました．
　私は乗船前の12月までに卒業研究の分析などを進め，後は本
文を書くだけという状況で，乗船地のチリへ向かいました．プ
ンタアレナスまでは，飛行機を2回乗り継ぎ，30時間の行程で
した．途中の乗り継ぎで預け荷物の載せ替えが間に合わずチリ
に荷物が届かなかったり，乗出入国手続きが長引いて乗り継ぎ
に失敗した研究者の方もいたりと，ハプニングもありましたが，
出港日までには，全員とその荷物がなんとか揃いました．乗船
前に訪れたプンタアレナスの街では，地元のラム肉（牧羊が盛
んだそうです）や海産物などのお店で英気を養いました。また，

バルパライソから乗船しプンタアレナスで下船した前レグ（レ
グは寄港で区切られた航海の区間のことで，航海名のLeg4も
日本を出港してから4つ目のレグという意味です）の研究者の
方との情報交換を行いました．
　下船組と別れて，交代で白鳳丸に乗り込むといよいよ出港で
す．出港後はフィヨルドの中を24時間かけて通過し外洋まで出
ました．フィヨルドの中は波が穏やかなので，避難訓練や甲板
上での調査器具の組み立てなどを行い，調査海域への到着に備
えました．途中，海に流れ込む氷河（写真１）やU 字谷などを
見ることもでき，乗船メンバーの士気も高まりました．ドレー
ク海峡を渡るのに２日かかりました．荒れることで有名な海で
すが，幸運にも大きな揺れはありませんでした．遠くの氷山が
見え始め，さらに雪氷で白く覆われた南極半島の陸地が見えた
ときには，さらに気分も高揚しましたが，それは同時に観測作
業で忙しくなる合図でもありました．
　船上では，事前に提示されていた研究課題を解決するために
地球物理探査のほか，ピストンコア，マルチプルコア，ドレッ
ジ，プランクトンネットのサンプリングと海水・海氷の採取な
どの調査活動が行われました．船上での観測は24時間交代で行
われています．学生の多くは，それぞれがワッチと呼ばれる担
当時間の割り振り（例えば3時から6時と15時から18時など）に
従って，観測作業の手伝いをすることになっていました．また
自分の研究に関係する作業があれば，ワッチの時間外でも積極
的に参加していました．観測活動の予定は，船員さんと主席研
究者の方たちの話し合いで決められ，船内の研究室に張り出さ
れるので，これを確認して起床時間や食事のタイミングなどを
各自決めて生活することになります．実際に甲板に出て，海に
投入する観測機材を組み立てたり，海から揚がってきた試料を
船内へ運び込んだりする作業（写真２）を行う合間には，得ら
れた試料の記載や処理をしなければなりません．船内の研究室
には岩石カッターや顕微鏡も持ち込まれており，次の観測点へ
の移動時間などには船内での仕事が行われていました．
　南極半島近海ではペンギンやザトウクジラの群れに何度も遭
遇しました（写真３）．アザラシを見ることができた人もいる
ようです．甲板上での作業中にもクジラの潮吹きや，ペンギン
の群れが海面を跳ねながら泳ぐ様子が見られましたし，作業の
担当時間の合間にも海を眺めるのが楽しみになっていました．
安全上の観点から氷山に接近することはあまりありませんでし
たが，遠くに見える山型やテーブル型の氷山は迫力がありまし
たし，その上にペンギンの黒い影が動く様子を見ることもあり
ました．

白鳳丸による南極海調査航海
（KH-19-6 Leg4）乗船報告

東京大学地球惑星科学専攻
修士課程1年　山本　一平

院生コーナー

写真1：フィヨルド通過時に見た氷河
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院生コーナー

　南極海近海での気温はいつも0℃前後で，思ったほど気温は
低くはないのですが，風が強い日はとても寒かった記憶があり
ます．雪が降ることもあり，船員さんが甲板の雪かきをすると
いう光景も見られました． 
　船上での最大の楽しみのひとつは食事です．寄港地で積み込
んだ食材から，司厨部の船員さんたちがバランスを考えて朝昼
晩の３食を準備してくださいます．船上では肉体労働も多いの
で，メイン料理が肉と魚の２つ同時に出るなど，ボリューム満
点です．クリスマスにはケーキとワイン，元旦には日本から積
み込まれていたというおせち料理など，イベントに合わせたメ
ニューも楽しみです．深夜に担当時間の割り振りがある人たち
は夜食を頼むこともできます．またそれとは別に，研究室には
ホームベーカリーが持ち込まれ，研究者や学生がアレンジパン
を作って深夜の観測作業のお供にしていました．
　研究航海の目的を共有したり，それぞれの研究分野を紹介し
たりするセミナーなども定期的に行われていました．クリスマ
スや年越し，そのほか節目のタイミングでは飲み会も開かれ，
異なる専門分野の研究者の方や学生と交流を深めることができ
ました．
　船内では衛星通信を介してインターネットを使うこともでき
ます．船内ホームページには日本と世界のニュースがまとめら
れており，それを読むのが日課になっていました．1人1日50 
MB（今では100 MBになっているそうです）は自由に通信する
ことができ，陸上にいる友人や家族にSNS等で近況を報告した
り新年の挨拶をしたりすることができました．ただしウェッデ
ル海周辺は衛星通信の電波が弱いようで，年明け直後の一週間
ほどは全くインターネットが使えない時期もありました．
　全ての観測作業を終えてケープタウンに近づくと，次第に気
温が高くなり，1月ながら（南半球は夏ではあったのですが）
冬から春へと季節の進みを先取りしているような気分になりま
した．入港直前には朝日に照らされたテーブルマウンテンが綺
麗に見え，1 ヶ月ぶりの陸地と人生で初めて目にするアフリカ
大陸ということもあって，とても印象に残っています．
　ケープタウンは治安が悪いと聞いていましたが，港周辺は観

光地として整備されており，その中では大きな心配もなく食事
や買い物をすることができました．観光バスで市内を一周する
ツアーにも参加し，限られた時間でしたがテーブルマウンテン
の麓などを回ることもできました．プンタアレナスと同様に，
次レグの研究者の方とも情報交換をしていました．
　ケープタウンからの帰りの飛行機の中では，卒業論文の執筆
と修正をすることになり，最後は慌ただしいものになりました
が，全体として貴重で有意義な体験をさせていただきました．
最近では，南極海の海底で取られた堆積物や岩石の処理や分析
にも，いくつか関わらせていただいています．今後どのような
結果が得られるかも楽しみです．
　白鳳丸の船上では，まだ世界の誰も手にしたことのないデー
タや試料が集まり，まさに最先端の現場に関わっているという
感覚に心が弾みました．さらに，様々な専門分野の研究者の方
たちと議論でき，分野を超えてその場で新しい知見が広がって
いく感覚も独特なものだったと思います．一緒に乗船した研究
者の方たちにはとても優しくしていただき，メンバーにも恵ま
れていたと感じます．またあまり詳しいことはわかりませんが，
このような航海の実現のためには，関係国などとの事前の調整
も大変だったと聞いております．コロナウイルス感染症の拡大
がまだ深刻ではなかったタイミングでの航海だったことも幸運
だったと思います．
　私が乗船した白鳳丸は，観測機器の交換やエンジン等の更新
のため，改修工事を受けることになっているそうです．さらに
充実した設備になった白鳳丸で，また次の研究航海に参加でき
ることを楽しみにしています．

常時投稿をお待ちしています．編集は，現在以下の4名で行って
います．原稿は1500～5000文字程度，図・写真3点以内を目安
に，e-mailでお送りください．
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（九州大）
a.sakuma@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 佐久間杏樹（東京大）
dkuwano@chiba-u.jp	 桑野太輔（千葉大）
90rymenjpgr@gmail.com	 時永万音（新潟大）

写真2：ピストンコア投入の様子 写真3：南極海で出会ったザトウクジラ
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C A L E N DAR
2021.4～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2021年
■5月　May
★関東支部総会報告・地質技術伝承
会（オンライン開催）
5月23日（日）
13:00-　総会結果報告（委任状・議決権行使
書提出期日：4月30日）
13:30-  地質技術伝承会「地質調査，最近の
動向」（講師　北川博也 氏）
ht tp : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0201.html

日本地球惑星科学連合2021年大会
開催方式：ハイブリッド開催（オンライン開
催＋現地開催）
現地会場：パシフィコ横浜ノース
5月30日（日）〜 6月1日（火）/現地開催（主
としてポスター発表）
6月3日（木）〜 6月6日（日）/オンライン開
催（口頭，ポスター）
http://www.jpgu.org/meeting_j2021/

■6月　June
★日本地質学会第13回代議員総会

（オンライン開催）
6月12日（土）14:00～

（注）議案は次号ニュース誌にてお知らせい
たします．
http://www.geosociety.jp

地質学史総会・懇話会
6月26日（土）13:00 〜 17:30（予定）
場所：北とぴあ 8階803号室（JR京浜東北線
王子駅下車3分）
 ・�志岐常正：「戦後京大地質学教室史―その

虚像と実像」
 ・�矢島道子：『地質学者ナウマン伝』を上梓

して
（注）状況によってはオンラインまたはハイ
ブリッドでの開催を検討

■7月　July
（後）第58回アイソトープ・放射線研
究発表会（オンライン）
7月7日（水）～9日（金）
演題登録期間：2021年1月12日～3月8日
https ://conf i t . a t las . jp/guide/event/
jrias2021/top

（後）科学教育研究協議会 第68回全
国研究大会・福島大会
7月31日（土） ～8月2日（月）
会場：伊達市立霊山中学校（福島県伊達市霊
山町）
大会テーマ 自然科学をすべての国民のもの
に
※新型コロナウイルスの感染状況により，

Web大会に変更する場合があります．
https://kakyokyo.org/

■9月　September
日本鉱物科学会2021年年会
9月16日（木）～18日（土）
場所：広島大学東広島キャンパス
http://jams.la.coocan.jp/nenkai.html

国 際 ゴ ン ド ワ ナ 研 究 連 合（IAGR）
2021年大会及び第18回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
9月17日（金）〜 19日（日）（会議）
9月20日（月）〜 21日（火）（野外巡検）
会場：中国青島
ファーストサーキュラー :
www.gondwanainst.org/symposium/2021/
IAGR2021Invitation.htm

20021年度日本火山学会秋季大会
9月20日（月）～22日（水）
場所：東北大学
東日本大震災被災地及び鳴子・鬼首・蔵王地
域への現地討論会も予定．
http://www.kazan-g.sakura.ne.jp/J/index.
html

注意：新型コロナウィルス感染拡大の影響
により，行事中止の可能性もあります．実
際の行事開催の有無については事前に各主
催者，問い合わせ先にご確認ください．

　年末から年度末にかけては，会員情報の登録内容にご変更が多く発生する時期です．自宅や勤務先等登録内容
にご変更があった場合は，速やかに学会事務局までご連絡をお願い致します．また，学会ホームページ「会員ペー
ジ」にログイン（ID：会員番号）していただければ，ご自身で登録内容を更新すること
も可能です．ご協力をよろしくお願い致します．

問い合わせ：日本地質学会事務局　メール：main@geosociety.jp　
電話 03-5823-1150　FAX 03-5823-1156
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学　会　記　事

2020年度第9回執行理事会議事録

日程：2021年2月13日（土）13:00～18:20
【WEB会議】
出席�者：磯﨑会長・平田・佐々木・中澤・緒

方・亀高・辻森・星・坂口・小宮・大
藤・狩野・松田達生・矢部・高嶋・岡
田・ウォリス・松田博貴（法務委員長
15:00-）

事務�局 澤木　
＊�定足数（過半数：9）に対し，17名の出席
＊�前回議事録（20-8回）の確定． 

Ⅱ　報告事項
1. 全体的報告
 ・	学会運営検討タスクフォース第2回会合報
告（→審議事項へ）

 ・	「日本学術会議のより良い役割発揮に向け
て」（中間報告：2020年12月16日）に関す
るアンケート協力依頼があった．議論の方
向性に異存はないが，検討期間が短く学会
としての意見をまとめるのが難しいため具
体的な回答はなしとする．

 ・	文部科学省共同利用・共同拠点認定および
継続申請のための要望書提出依頼があり，
それぞれ対応した（東京大学大気海洋研究
所，高知大学海洋コア総合研究センター，
名古屋大学宇宙地球環境研究所，新潟大学
災害･復興科学研究所，鹿児島大学国際島
嶼教育研究センター）

 ・	第12回地理学連携機構，地理関連学会連
合，人文・経済地理関連学会協議会合同総
会（3/27：オンライン）開催通知があっ
た．欠席予定．

2. 運営財政部会（緒方・亀高）
1）総務委員会 
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞
 ・	基礎地盤コンサルタンツ株式会社より役員
就任の挨拶（代表取締役社長　柳浦良行
氏）

 ・	令和3年度海洋プラスチックごみ学術シン
ポジウム開催案内（3/3開催予定）および
講演者募集【→ニュース誌1月号，geo-
flash掲載】

 ・	令和3年度苗場山麓ジオパーク学術研究活
動の募集（3/5締切）【→ニュース誌1月号，
geo-flash掲載】

 ・	第18回（2021年度）日本学術振興会賞受賞
候補者の推薦依頼があった（4/5締切）．学
会締切3/25【→ニュース誌2月号，geo-
flash掲載】

 ・	第10回学生のヒマラヤ野外実習ツアー実施
延期の連絡があった． 

 ・	多摩六都科学館春の特別展の開催案内（47
都道府県の石－「県の石」を見てみよう－　
開催期間：3月20日（土）～5月9日（日））
【→ニュース誌2月号，geo-flash掲載】
 ・	科学技術振興機構 未来社会創造事業（探

索加速型）重点公募テーマ策定のためのテ
ーマアイデア募集(2月10日（水）～随時募
集）【→ニュース誌2月号，geo-flash掲載】

＜会員＞
１．今月の入会者(5名）
正会員（4名）：鬼頭　直，佐藤浩二，宮崎裕
子，黒澤敏信（除籍再入会）
正（院割）会員（1名）:友岡洋介
２．今月の退会者（1名）
正会員（1名）：中川美菜子
３．今月の逝去者(4名）
名誉会員（1名）：黒田吉益（逝去日2021年1
月4日）
正会員（3名）：宇田進一（逝去日202 １年１
月3日），松島義章（逝去日2021年1月12日），
楡井　久 (逝去日2021年1月28日）
４．2020年1月末会員数
賛助：27，名誉：41，正会員：3368［内訳 
正会員：3279，院割会員：86，学部割会員：
3］
合計　3442（昨年比-167）
＜会計＞
特になし
＜その他＞
 ・	会員管理システムのクラウド化について
は，年度内に実作業着手の予定．

3. 広報部会（坂口・小宮）
1）広報委員会（坂口）
 ・	フォトコンテスト応募を2/1に締切った．
応募総数435点．3月16日に審査会開催予定
（緊急事態宣言が解除された場合，従来通
り対面で開催予定）．

 ・	代替企画のキャリアビジョン誌（PDF）
をホームページ上で公開準備中．

4. 学術研究部会（辻森・ウォリス・星）
1）行事委員会（星）
 ・	2021年学術大会（名古屋）について（→審
議事項へ）

2）専門部会連絡委員会（辻森）
 ・	部会規則整備と年次活動を各部会に依頼
中．4月理事会で報告予定．現行地質過程
部会，堆積地質研究部会から部会規則，年
次報告の連絡があった． 

 ・	2020年度東北支部総会・講演会の代替企画
3）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	2/4に台湾地質学会とのオンライン会談を
おこなった（出席者：磯崎会長，ウォリ
ス，台湾地質学会会長）． 今年5月の台湾
地質学会100周年にあたり磯崎会長からビ
デオコメントを贈る予定．今後の協力体制
としてオンラインを生かして学術大会で
の合同セッション開催などを検討したい． 

4）地質標準化委員会（辻森）
特になし
5. 編集出版部会（大藤・狩野）
1）地質学雑誌編集委員会(大藤)
（1）編集状況報告（2月10日現在）
 ・	2021年投稿論文：1［内訳］口絵1（英文1） 
査読中：27   受理済み：18（うち特集号10　
案内書2）
 ・	127巻2月号：通常号　論説4，レター 1（約

56頁　校正中）
 ・	127巻3月号：特集号　論説３，通常号　レ
ター 1（約55頁　入稿作業中）

2）アイランドアーク編集委員会(狩野) 
（1）編集状況報告
（2）その他
 ・	地質学会/Wileyとの契約延長に際して，
以下の変更事項の報告があり承諾した． 
Wiley社の負担軽減のため，Island Arc賞
の賞金廃止（2023年から），ダウンロード
賞廃止，Editor退任時の感謝状の郵送を廃
止．また，オンライン機関購読の購入義務
を廃止する．これに伴い、学会側の購読費
負担$5,000/年が削減される（ただし，会
員数分のオンラインアクセスはこれまで
通り保証）．以上，執行理事会で承認した．
これらについて次回理事会報告とする．

3）企画出版委会（小宮）
特になし
6. 社会貢献部会（松田・矢部・高嶋）
1）地学教育委員会（高嶋）
 ・	大学共通テストの試験問題講評・意見書
（→審議事項へ）
2）地質技術者教育委員会（佐々木）
 ・	3月7日開催予定のJABEEオンラインシン
ポ

　→�準備は予定どおり．
　→�HPの案内を刷新．関係大学，団体に案
内メールなど送信．

　→�2月25日関係者がWEB打合せ
　→�JABEEのHPやメルマガで，本シンポを
紹介してくれることになった．

 ・	地質技術者教育委員会
　→�1月19日第3回委員会をWEB開催．
　→�シンポの進捗確認の他，JABEE運営体
制やHPの刷新について議論

 ・	JABEE
　→�地球・資源分野の運営体制については，
2月1日までに運営委員からの意見を提
出．現在まとめ中．資源・素材学会が3
月の理事会で最終検討とのこと．その
後，最終案が地質学会他に提示される予
定．

→�審査メンバーにJABEEから委嘱状の案内
あり．審査は5月からWEB会議で開始予定．
→�WEB審査に関する分野打ち合わせが2月12
日，JABEE主催の勉強会が2月22日に開催
される．
 ・	CPD
→�地質学会が所属する「土質・地質技術者生
涯学習協議会」の今年度のWEB会議が3月
中旬開催される予定．
→�土質・地質技術者生涯学習協議会の上部団
体である建設系CPD協議会から「建設系
技術者の継続教育を考える講演会（ウェブ
開催-新しい生活様式におけるCPDの取組
み-」が2月24日に開催される案内があり，
地質技術者教育委員会内に伝達．
3）生涯教育委員会（矢部）
特になし
4）地震火山地質こどもサマースクール（松
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田）
 ・	2022年度開催地候補の募集を締切った
（2/10）． 
7. その他執行理事会の下に設置される委員会
1）利益相反マネージメント委員会（中澤）
報告なし．
特になし
8. 理事会の下に設置される委員会
1）ジオパーク支援委員会（委員長　天野：
代理　平田）
 ・	再認定審査結果（新規（エリア拡大）認定
:1，再認定：9，条件付き再認定：2）

 ・	ジオパークコンソーシアム（仮）への正式
参画について：名称は「日本ジオパーク学
術支援連合」となり，分担金はなく，事務
局はJGNが担当するとのこと．本学会も積
極的に参加する方針を再確認した．次回理
事会審議事項とする．

2）地学オリンピック支援委員会（高嶋）
 ・	2次予選が1月にオンラインで実施され，本
選が3月つくばで実施．

3）支部長連絡会議（平田）
 ・	東北支部で支部総会代替企画として動画配
信が計画されている．

4）地質災害委員会（松田）
 ・	防災学術連携体臨時総会および法人設立準
備会臨時総会（2/26：Zoom開催）開催通
知があった．中澤常務理事が出席する．

 ・	東日本大震災から10年にあたる会長コメン
トを準備中．

5）名誉会員推薦委員会（佐々木）
 ・	2月10日に候補者推薦募集を終了．複数の
応募があった．今後，委員会で審議し，4
月理事会を経て6月総会に諮る予定．

6）各賞選考委員会（中澤）
 ・	選考作業中(zoomで実施)．議論内容メモを
残すことにした．

7）ジェンダー・ダイバーシティ委員会（委
員長 堀　利栄；代理 中澤）
特になし．
8）法務委員会（委員長　松田博貴）
 ・	行動規範の改定一次案（→審議事項へ）
9）連携事業委員会（中澤）
特になし
9. 研究委員会
1）地質環境長期安定性研究委員会（委員長　
吉田英一）
特になし
2）南極地質研究委員会（委員長　小山内康
人）
特になし

Ⅰ　審議事項
1. 行動規範の改訂一次案（法務委員会　委員
長　松田博貴）
 ・	改訂一次案を了承．会長へ答申．
2. 山田科学振興財団研究援助助成候補者推薦
 ・	1件の応募を学会推薦することで承認した．
3. 各賞選考委員会規則の改正（中澤）
 ・	規則改正案を承認．次回理事会で提案．
 ・	過去の受賞者を学会ホームページで確認で

きるようにする（現在は2008年まで）．
4. 大学入学共通テストの結果について（高
嶋）
 ・	入試センターへ地学関連科目の問題作成
および得点調整に関わる意見書を2月中に
提出する．（2月22日付提出）

5. 地質系若手人材動向調査（坂口）
 ・	昨年度は実施せず．今年度実施することを
承認した．

6. 学術大会関係（特に名称と運営について）
（星）
 ・	名称を「名古屋大会」または「名古屋オン
ライン大会」とする．

 ・	演題登録やプログラム編成等にConfit All
を利用し，大会準備・運営の一部または大
部分をイベント業者に委託する．

 ・	セッションはオンラインとなるため日程
を5日間程度に拡大したいが，地球化学会
など他学会の日程も考慮して決定する．

7. 企業展示が対面で開催できない場合，企業
広告冊子を作成して参加者へ配布する．一社
あたり3万円前後の広告費を予定．ショート
コース（星）
 ・	今後もショートコースを継続的に実施す
る方針を確認した．基礎的テーマ，先端テ
ーマに加えて，研究者の哲学的な話も入れ
たらどうかなどの意見が上がった．それら
も考慮して，令和3年度春～夏のコースに
ついてテーマと講師を検討する．必要に応
じて専門部会の協力を得るようにする．

 ・	今後は学術研究部会と理事数名でチーム
を作って企画・検討をすすめたい（院生会
員を含めることも検討）．

8. 「地質の日オンライン一般講演会」（仮称）
（星）
 ・	「地質の日」に一般向け講演会を実施する
（YouTubeライブ配信）．宣伝はSNS, ポス
ターのPDFをメール等で関係者に送る．
参加費は無料とするが，視聴者から寄付を
募る方法を検討する．

9. 専門部会から部会独自の大会優秀発表賞設
置について（星）
 ・	一部専門部会より，学術大会で部会独自の
賞を出したいと要望があったが，現行の
「優秀ポスター賞」との兼ね合いもあり実
現は難しい．現在は口頭発表に対する賞が
ないので今後検討をしたほうが良いとの
意見があった．

10. 学会運営タスクフォース第2回会合（中
澤）
 ・	地質学雑誌を完全電子化した際のいくつ
かパターンでの細かな試算を行った．ニュ
ース誌は現状通り冊子体12冊/年発行を維
持しても年間500万円/年の削減となる．や
はり財政面を鑑みて早急に地質学雑誌の
電子化を行うべき．2022年1月号からの電
子化を目指し，4月の理事会，6月の総会へ
提案する．またこれら検討状況や方針を随
時に会員に告知するよう心掛ける．

 ・	院生の会費の値下げなどもセットで議論
が必要となる．

以上

2021年3月15日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会長（代表理事）磯﨑行雄
署名人　執行理事　中澤　努
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SMBCファイナンスサービス株式会社

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

☎03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先）
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。
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ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社
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一般社団法人日本地質学会
The Geological Society of Japan

理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （日本大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp

一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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